
ジャパンパビリオン（海事クラスター）展示の概要 

 

１．ジャパンパビリオンの概要 

SEA JAPAN2018 では、海運・造船・舶用分野の各団体・企業、研究機関、大学及び政府か

ら構成されるシージャパン海事クラスター企画委員会が企画したテーマゾーン及び(一社)

日本舶用工業会会員企業が出展するメンバーズゾーンによるジャパンパビリオンが過去最

大の規模で設置され、国内最高峰の技術、サービス、また研究内容が発表されます。 

 

２．メインテーマ 

Green Innovation & Digitalization －日本海事クラスターの総合力－ 

 

３．テーマゾーンの展示内容 

我が国海事クラスターの有する技術力を内外に発信するため、我が国で研究・開発した

製品・技術等に関する総合的な展示を行います。 

①展示エリア：750 ㎡（ジャパンパビリオン内） 

②展示方法：海運、省エネ・環境技術、海洋資源開発、IoT、内航フェリー、産学研究紹

介、艦艇及び船級のテーマ毎に展示スペースを設け、模型・パネル・映像等の展示を

行う。 

 

４．ジャパンパビリオンの出展社の概要（メンバーズゾーン） 

・当工業会出展予定社数：73 社（過去最高）  ※前回出展者：65 社  

・出展者の申込総面積：1,548 ㎡（過去最高） 

（出展予定企業） 

㈱赤阪鐡工所、アズビル㈱、伊吹工業㈱、㈱ウエイクフィールド、㈱ウッズ、潮冷熱㈱、 

渦潮電機㈱、㈱宇津木計器、EIZO㈱、エコマリンパワー㈱、㈱エヌワイ、㈱オーケーエム、 

ガイスリンガー㈱、神奈川機器工業㈱、川崎重工業㈱、極洋電機㈱、栗田工業、㈱ケーイー

アイシステム、㈱高工社、㈱コンヒラ、㈱サクション瓦斯機関製作所、㈱ササクラ、㈱サタ

ケ、JFE エンジニアリング㈱、ＪＲＣＳ㈱、島田燈器工業㈱、㈱ジャパンエンジンコーポレ

ーション、㈱湘南工作所、㈱シンコー、㈱関ケ原製作所、ダイキンＭＲエンジニアリング㈱、

大晃機械工業㈱、㈱大晃産業、大同特殊鋼㈱、ダイハツディーゼル㈱、大洋電機㈱、㈱田邊

空気機械製作所、中国塗料㈱、中日輪船商事㈱、㈱帝国機械製作所、㈱テクノカシワ、寺崎

電気産業㈱、東京計器㈱、東京日進ジャバラ㈱、東部重工業㈱、ナカシマプロペラ㈱、㈱浪

速ポンプ製作所、ナブテスコ㈱、新潟原動機㈱、西芝電機㈱、(一財)日本気象協会、日本舶

用エレクトロニクス㈱、日本ペイントマリン㈱、日本無線㈱、ヒエン電工㈱、㈱日立ニコト

ランスミッション、富士電機㈱、富士貿易㈱、古河電工産業電線㈱、兵神機械工業㈱、ボル

カノ㈱、㈱マツイ、眞鍋造機㈱、㈱ミズノマリン、三井造船㈱、三菱重工マリンマシナリ㈱、

ムサシノ機器㈱、㈱村山電機製作所、山科精器㈱、㈱ヤマトメタル、ヤンマー㈱、郵船商事

㈱、横河電子機器㈱ 

別紙２ 


